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【再生医学】
肝臓及び肝細胞移植と肝再生

小野寺一彦, 葛西眞一
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肝臓および肝細胞移植と肝再生
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種々の末期肝疾患に対して施行されている肝

移植には，ドナーが脳死か生体か，用いるグラ

フトが全肝か部分肝か，ドナーあるいはレシピ

エントが小児か成人か，レシピエントの肝を一

部残すか否かなど，さまざまな方法がある．

また近年，自己肝を残したまま分離された肝

細胞を，肝不全時の肝機能補助や先天性肝酵素

欠損症の治療を目的として移植する試みもなさ

れている．

いずれの方法も，治療の成功は移植された肝

臓や肝細胞機能量に大きく依存することになる

が，グラフト容量が小さい時や，残した自己肝

との間に競合が起こる場合には，移植肝や自己

肝の再生という問題は大変重要な検討項目であ

る．本稿では，肝の再生について，肝臓あるい

は肝細胞移植という観点から述べる．

全肝移植

従来行われてきた体格の等しいドナーとレシ

ピエント間での全肝移植では，肝再生がとくに

問題になることはない．しかし全肝移植でも，

レシピエントにとって明らかにグラフトが小さ
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いケース(small-for-size)があり，この場合移

植後２週間という早さでグラフトはレシピエン

トの標準肝容積まで再生する')．一般的に臨床

における肝再生はＣＴなどの画像解析によるこ

とが多いが，ＤＮＡ合成や核分裂像を指標とし

て検索すると，サイズの合ったグラフトを移植

した後でも，小さいグラフトの時よりは低いも

のの有意な増加がみられる2)．これは移植肝が

虚血・再潅流肝障害や拒絶を伴う肝であること

に起因する3)．

部分肝移植

脳死ドナーからの部分肝移植では，サイズ合

わせのために外側区または肝左葉(ときに右葉）

だけを使用したり，分割肝にして同時に二人の

レシピエントに移植することが行われる．また

生体肝移植では，当初成人から小児への部分肝

移植が行われていた．いずれの場合も体格の大

きなレシピエントにとっては，グラフトが小さ

い場合が生じる．しかし，腫傷などに対する肝

切除術では，正常肝の７０％まで切除しても，残

存肝が十分再生して元のサイズになることはよ

く知られていた。そこで小さなグラフトを移植

したところ，グラフトはレシピエントにとって
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